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研究成果の概要（和文）：古代から近世に至る主要な科学書、術数書の読解を通して術数学の構造的把握を試み、その
形成と展開の具体的様相を探った。その考察に際しては、関連分野の研究者を集めて読解ワークショップを随時開催し
た。そして、研究成果を踏まえて中国、韓国の科学史研究者を交えた国際ワークショップを毎年1-2回開催し、術数学
というアプローチによる東アジア伝統科学研究の意義や必要性を提言し、国際的な研究プロジェクトの体制作りを推進
した。

研究成果の概要（英文）：I surveyed the significant works on science and divination from ancient to modern 
times. I analyzed various theories developped there and tried to grasp the study of shushu structually. 
Investigating their ideological and social background,the academic outline and the formative process of 
study of shushu were studied from wide rauge of viewpoint.For that purpose I gathered an 
interdisciplinary group of experts and had meetings regularly. In addition, inviting scholors from China 
and Korea, I held international workshops once or twice a year. Thus I suggested the significance and 
necessarity of study of shushu as the approach to the study of traditional science in East Asia, and 
promoted to organize the international research project.
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１．研究開始当初の背景 
 中国では、古代より自然探求に深い関心を
抱き、季節の変化や自然現象のメカニズムを
考察して、自然科学分野の先駆的な発見、発
明を成し遂げるとともに、自然界の法則性や
物類の相互関係をアナロジーにして社会の
あり方、人間の生き方を考究するユニークな
自然哲学を展開した。その理論的基盤は易や
老子の自然哲学であり、陰陽五行説を説明原
理するものであったが、多種多様な言説を生
み出した。そこに展開された自然と人倫の関
係をめぐる思考様式はきわめて独創的であ
り、中国における科学思想を最も特色づける
ものであるように思われる。 
 そのような科学思想史的なアプローチに
おいて、中国の哲学、宗教と科学の境界領域
に形成された思想空間を構造的に把握しよ
うとするならば、術数学という枠組みでの議
論は不可欠である。術数学は、自然科学の諸
分野と易を中核とする様々な占術とが複合
的に絡み合った中国に特有の学問分野であ
る。中国には、先秦以来、卜筮や天文占、あ
るいは風角、六壬、太乙、遁甲、九宮と呼ば
れる種々の占術が大いに発達し、数多くの術
数書が著された。それらは、占いという世俗
的な要素を保有しているが、数理的な側面で
は当時の科学知識や自然認識を基盤とする
ものである。そのために、象数易や天文律暦
学、養生思想等と緊密な関係にあり、自然科
学の諸分野の研究は、術数学という特異な学
術空間においてなされたと言っても間違い
ではない。 
 ところが、これまでの思想史研究、科学史
研究においては、近代の合理主義的な価値観
によって思想、科学と占術とを峻別しようと
したために、儒家思想の数理的支柱である京
氏易、先天易といった象数易の占いの側面す
らほとんど論究されず、自然探究の占術的要
素は、疑似科学として科学史、思想史研究の
考察の枠外に置かれていた。そのために、術
数学はほとんど研究が未開拓のままに放置
されている。しかしながら、中国における自
然哲学の系譜を明確にし、西欧近代科学に対
峙する中国伝統科学を構造的に把握しよう
とするならば、術数学というコンセプトにお
いて科学と占術を包括的に考究すべきであ
るように思われる。 
 これまでの研究を整理すると、以下のよう
になる。 
(1) 中国の科学思想史に関しては、山田慶兒、
坂出祥伸両氏による先駆的な研究がある。と
りわけ、坂出祥伸氏の『道家・道教の思想と
その方術の研究』（汲古書院、2009）等の一
連の著作は、道教、中国医学との関わりにお
いて占術の理論的な考察を繰り広げており、
大いに注目される。しかしながら、両氏の論
考には術数学という観点は希薄であり、その
形成に関する考察は欠如している。 
(2) 漢代の天文律暦学に関する専著には 堀
池信夫氏の『漢魏思想史研究』（明治書院、

1988）川原秀城氏の『中国の科学思想：両漢
天学考』（創文社、1996）、医薬学の分野では
石田秀実氏の『中国医学思想史』（東京大学
出版会、1992）などがあり、いずれも興味深
い議論がなされているが、先秦の方術との関
わりや、中世術数学への史的展開を視野に入
れるものではない。 
(3) 先秦の方術は、近年に新出土資料の発見
によってようやく具体的な姿を窺うことが
できるようになった。とりわけ、一群の日書
（雲夢秦簡、放馬灘秦簡、孔家坡漢簡、銀雀
山漢簡等）や馬王堆帛書の『刑徳』『陰陽五
行乙篇』『式法』等には、先秦の占術理論が
大いに展開されている。それらについては、
中国の李零、胡文輝、劉楽賢、陳松長、日本
の池田知久、工藤元男、フランスの Marc 
Kalinowski 等の諸氏による数多くの研究が
あり、特に陰陽五行説の起源に関する有益な
考察がなされている。ただし、中世以降の術
数書との関連性を指摘するものがいくつか
存在するが、簡牘、帛書の研究を主とするも
のであり、先秦方術から術数学への史的展開
を本格的に議論しているわけではない。 
(4) 武田時昌は、上記の研究を踏まえながら、
これまで以下のような術数学に関する研究
を行ってきた。すなわち、『五行大義』『医心
方』に引用された術数書に着眼することで、
術数学の学問的輪郭や理論的枠組みを考察
し、陰陽五行説の中世的展開に関する検討を
加えた。さらに、新出土資料の読解を通して、
先秦から漢初に至る占術理論の分析を試み、
中世以降の術数書の理論的枠組みが漢初ま
でに成立していることを明らかにした。2004
年 4月から人文科学研究所において「陰陽五
行のサイエンス」というテーマの共同研究会
を組織し、2011 年 2 月に共同研究成果報告
書『陰陽五行のサイエンス 思想編』を公刊
した。以上のような研究活動を通して術数学
を総合的に研究する準備は十分に整備でき
たように思われる。そこで、中国科学思想史
研究の中心的な考究課題として、術数学を総
合的に考察する研究に着手することにした。 
 
２．研究の目的 
 術数学は、科学と占術が複合した中国に特
有の学問分野であり、その科学知識が思想文
化、宗教文化を形成するうえでユニークな役
割を果たした。ところが、これまでの研究に
おいては疑似科学として正面から取り上げ
られず、研究が未開拓の研究領域である。 
しかしながら、科学思想史的なアプローチ
によって、中国における自然探求を特色づけ、
その理論を構造的に把握しようとするなら
ば、術数学という枠組みでの議論は不可欠で
ある。そこで、本研究は、先秦の方術から漢
代の思想的フィルターを通して中世の術数
学がどのように形成されたのかを明確にし、
その思想的基盤や道教文化との関わりを探
ることで、術数学に対する総合的研究の端緒
を開こうとするものである。 



３．研究の方法 
術数学の形成を総合的に考察するには、先
秦より漢初に至る占術が中世の術数学にお
いてどのように継承されたのかを検討する
必要がある。ただし、先秦の方術は、漢代の
思想革命のなかで、大いに変容しており、そ
のことを十分に吟味する必要がある。また、
中世以降の道教思想、科学文化との相互関連
も見逃すことはできない。そこで、以下の 3
つの事項を考察する。 
(1) 先秦方術から中世術数学への変容過程 
考察に取り上げる資料は、戦国期から漢初
に至る新出土資料の簡牘、帛書である。その
なかで、最も注目されるのは、放馬灘秦簡、
雲夢秦簡、孔坡家漢簡等の一群の日書類であ
り、また馬王堆帛書のなかの陰陽五行、養生
思想関連の著作（『式法』『陰陽五行乙篇』『胎
産書』『雑療方』『養生方』）も取り上げる。
それらと中世、近世の術数書あるいは『淮南
子』や『開元占経』『乙巳占』に集録された
種々の占術、敦煌出土資料の論説と比較し、
数理的な考察を試みる。 
(2) 災異説、讖緯説をめぐる漢代思想の影響 
天人感応説の漢代的展開である災異思想、
讖緯思想の流行によって、先秦の方術におけ
る科学知識が社会的ステータスを得たこと
に着眼して、術数学の理論にどのような作用
を発揮したのかを具体的に考察する。そして、
京氏易や緯学が術数学にどのように理論的
な影響を与えたのかを検討する。考察に取り
上げる資料は、京氏易関連の著作と讖緯思想
を集成した緯書を中心とし、『春秋繁露』『論
衡』『白虎通』『潜夫論』等の著名な思想家の
著作も合わせて考究する。それらに展開され
た論説を検討にすることによって、先秦から
漢初に至る日書と後世の術数書との関連性
がより鮮明になるにちがいない。 
(3) 中世術数書の理論構造と思想的背景 
主要な考察対象は、中世に成立した術数書、
『開元占経』に集録された種々の占術であり、
敦煌出土占術書等も読解を試みる。また、術
数学関連の論説を集録した『五行大義』『医
心方』や日本残存の陰陽道関連の資料には、
有益な情報が満載されているので、それらを
活用しながら、総合的な考察を試みる。 
なお、研究を推進するに際しては、術数学
関連資料のデータベースを作成するともに、
基礎文献の読解ワークショップを開催し、中
国、韓国の研究者を招聘して、国際的な共同
研究ネットワークを構築する。それによって、
術数学という学問分野の認知度を高め、より
多くの研究者を養成し、国内外において術数
学の総合的な共同研究プロジェクトが本格
化することを目差す。 
 
４．研究成果 
 古代から近世に至る主要な科学書、術数書
を包括的に調査し、そこに展開された諸理論
について数理分析することで術数学の構造
的な把握を試みた。また、思想的、社会的背

景を探って術数学の学問的輪郭を明確にし、
その形成と展開の具体的様相を考察した。 
 その考察に際しては、人文科学研究所の拠
点共同研究プロジェクトとして術数学研究
会を組織し、関連分野の研究者を集めて読解
ワークショップや研究発表集会を随時開催
した。それらの研究成果を踏まえ、2014 年
11 月 9 日には日本道教学会の 2014 年度年会
の併催イベントとして術数学国際ワークシ
ョップを主催するなど、科学史、伝統医学、
道教、中国出土資料等の各学会との共催イベ
ントを精力的に挙行し、術数学という学問分
野を大いにアピールした。 
 また、中国、韓国の科学史研究者を交えた
国際ワークショップを双方の国で開催して、
術数学という枠組みでの東アジア伝統科学
研究の意義や必要性を大いに提言した。中国
では上海交通大学・清華大学・内蒙古師範大
学等の科学史研究者、復旦大学出土文献与古
文字研究中心の簡牘学研究者、韓国ではソウ
ル大学科学史研究室を中心とする科学史研
究者、韓国術数学会のメンバーとの間で研究
連携を深め、国際的な研究プロジェクトの体
制作りを推進した。とりわけ、韓国術数学会
との 2回の合同ワークショップ、すなわち①
2013年2月12-14日に京都大学人文科学研究
所にて韓国術数学会の中心メンバー6 名を招
聘して実施した術数学国際ワークショップ、
②2013年9月13-15日に円光デジタル大学ソ
ウル分館にて行った日韓術数学国際シンポ
ジウムは、四川大学の三浦國雄教授大阪市立
大学名誉教授）の研究グループとも合流して
行ったイベントであり、術数学研究をメイン
テーマとした有意義なものであった。 
 成果刊行物としては、中国の科学史研究者
との間では日本科学史学会の欧文誌 
Historia Scientiarum（Vol.24,No.2）に編
者として特集号を企画して 2015 年 3 月に刊
行し、2012 年 6月 21-23 日にソウル大科学史
研究室(代表:金永植教授)との共催で実施し
た（テンプルトン財団のプロジェクト支援に
よる）国際ワークショップの成果報告論文集
として 2014 年 3 月に『術数学の射程―東ア
ジア世界の「知」の伝統』を日韓両カ国語で
同時に出版した（日本語版の編著者）。 
 推進した研究の主眼は、科学や占術につい
て出土簡帛資料の読解を通して先秦から漢
初に至る黎明期の初源的な理論を遡及的に
考察し、それらが後世の中世以降の科学思想
や占術理論にどのように継承されたかを検
討したところにある。術数学の形成において
最も大きな作用を発揮したものとして、①先
秦から漢代にかけて盛行した天文律暦学、②
自然哲学の理論基盤として台頭した象数易、
③春秋公羊学の災異説を発展させた讖緯思
想及び緯書に展開された政治思想という3つ
考察対象があることを浮かび上がらせ、それ
ぞれについてとその思想的背景を考察する
ことで、先秦方術から術数学への変容過程を
探り、中世、近世的展開を構造的に把握する



ことを試みた。研究成果の具体的な内容は、
次の 5分野に大別できる。 
(1) 天文律暦学・天文占： 
 音律の理論、五音の五行配当、納音等に関
して、放馬灘秦簡『日書』にまとまった論述
が存在することを見いだした。そこで、中世
以降の術数書で唱えられた論説を系統的に
整理し、その数理的基盤を遡及的に考察した。
その結果、放馬灘秦簡『日書』から『淮南子』
天文訓、『漢書』律暦志の間で、大きな五音
配当説の置き換えがあることを指摘した。と
りわけ、『太玄経』『黄帝内経』『抱朴子』で
説明される納音の配当原理を分析し、放馬灘
秦簡『日書』に見られる所論と比較すること
で、初源的数理を探り当てることができた。
また、二十八宿の星度（距度）、配日法につ
いても同様の検討を行い、馬王堆漢墓出土
『五星占』『天文気象雑占』に論述された顓
頊暦の五惑星運動論や天文占の数理を解析
することで、先秦から漢にかけて数理天文学
が発達していく過程で占術の諸技法が基盤
とする天文知識がどのように変化したかに
ついて具体的様相を探った。さらに、漢代の
暦法（大初暦、三統暦、四分暦）への理論的
発展を明確にし、正史天文志、緯書及び『開
元占経』に集録された唐までの天文占理論の
史的展開を考察した。宇宙論の変遷について
も、『周髀算経』の蓋天説や張衡『霊憲』の
渾天説に思想史的な考察を加えたが、仏教天
文学や西洋の宇宙構造説の受容をめぐる相
互関係については今後の課題とする。 
(2) 算術： 
 岳麓書院藏秦簡『数』、張家山漢墓出土『算
数書』と『九章算術』との比較を行い、中国
数学の基礎理論の形成を考究した。岳麓書院
藏秦簡『数』については、大阪産業大学の古
算書研究会のメンバーとともに訳注作業を
行い、全訳を完成させ、さらに『九章算術』
の翻訳も試みた（武田は、『数』の盈不足術、
『九章算術』巻 5、商功章の訳注を分担）。2014
年 4月 6日には古算書研究会との共催で胡平
生氏（中国文化遺産研究員）を招聘して算術
書に関する最新の出土情報に関する特別講
演会を開催した。また、2013 年 3 月 8-10 日
に京都大学人文科学研究所にて実施した東
アジア数学史国際ワークショップ(実施委員
長:小林龍彦前橋工科大学教授)＆科学史国
際シンポジウム 2013（実施委員長：武田時昌）
において、数学史を中心とする北京、上海、
内蒙古の研究者に術数学研究の目的や意義
を提言し、科学史研究の新たな研究指針につ
いて協議した。 
(3) 医薬学・養生術： 
 馬王堆漢簡『足臂十一脈灸経』『陰陽十一
脈灸経』『五十二病方』『胎産書』『養生方』、
張家山漢簡『脈書』『引書』等を読解し、漢
初までに発達した医薬学（灸法、薬物療法）
の基礎理論や道家養生思想の長生術を考察
し、『黄帝内経』の鍼灸理論、張仲景方以降
の経方書の薬物療法、道教の煉丹術、身体技

法や養生法のルーツを探った。術数学の研究
の場がどこにあるのかを明確にするために、
中世、近世における薬物療法において万能薬
として重用されたものに着眼し、その方剤が
開発され、人々に浸透していく過程を追跡す
ることで、本草学や医術の専門家と道士、僧
侶から政府の高官、または在野の知識人とが
往来し、交叉する術数学の空間が形成されて
いることを突き止めた。 
その作業において、『医心方』に引用され
た書物の本文データベースを作成した。研究
成果を踏まえた伝統医療文化の理論的特質
や社会的作用に関する多角的な考察は、月刊
誌の『医道の日本』に「鍼灸パラダイム談義」
として連載した。死生観、自然観や身体論の
形成に関する道教文化の影響について、神仙
思想や道教の研究者を招聘して特別講演会
を開催し、魂魄観、修養法（内丹）、仙薬（外
丹）、呪法等について医薬書、術数書との関
連性をめぐって討議した。術数学と宗教文化
の相互関連は大きな考究課題であるので、今
後さらに深めていきたいと考えている。 
(4) 占術： 
 放馬灘秦簡、雲夢秦簡、孔坡家漢簡、九店
楚簡等の日書、馬王堆出土帛書『刑徳』『式
法』『陰陽五行乙篇』、張家山漢簡『蓋廬』に
は、これまで手がかりが乏しかった中国古代
の占術に対する新情報が満載されている。そ
こで、中世、近世の術数書や暦注及び日本の
陰陽道資料に見られる占術の諸技法との連
続性を検討するという新たなアプローチで
の考察を試み、孤虚、建除、叢辰等の中国占
術の初源的数理を探り、後世的な展開を追究
した。また、納音を含む音律学、兵陰陽と呼
ばれる兵術に応用された占術を検討し、天地
人の三才の道をコンセプトにして術数学的
な思想の枠組みが形成され、先秦の占術理論
を基盤として術数学が成立していく過程を
明確にすることができた。 
 その読解作業を行うに当たっては、山梨県
立大学の名和敏光准教授、南京師範大学の小
澤賢二客座教授、早稲田大学文学研究科博士
後期課程の小倉聖氏に協力を仰いだ。2014 年
9 月中旬には名和、小澤両氏とともに上海出
張し、2014 年 9 月 22 日に復旦大学出土文献
与古文字研究中心の簡牘学研究者と共同研
究発表会を実施し、翌々日の 2014 年 9 月 24
日には上海交通大学にて講演を行った。武田
時昌は、それらの会議において科学史や古代
思想史における術数学研究の意義を提言し
た。また、大野裕司氏（北海道大学文学研究
科 O.D.）をリーダーとする術数学研究会の協
力を得て、彦根市博物館所蔵の琴堂文庫占術
書を調査し、目録データベースを作成した。 
(5) 京氏易・断易： 
 漢代象数易とりわけ京氏易が漢代思想革
命をフィルターにして方術から術数学への
変容に理論基盤を提供したことを明らかに
し、京氏易の中世、近世的展開を追跡した。
とりわけ、近世に流行した断易、五行易の主



要文献（『火珠林』『卜筮元亀』『断易天機』
等）の読解を通して、漢代の京氏易や宋代の
先天易を代表とする象数易が占術理論の形
成と展開にどのような作用を発揮したかを
検討した。断易関連文献の読解作業は、国際
基督教大学の古藤友子教授をリーダーとす
る断易研究会と共同で実施した。また、2012
年 8月に天地瑞祥志研究会(代表:水口幹記藤
女子大学准教授)と陽明文庫、大将軍八神社
皆川家文書、京都府立総合資料館若杉家文書、
2013 年 2 月に北海道大学易占研究グループ
(代表:近藤浩之北海道大学教授)と京大附属
図書館清家文庫、春日大社などにおいて合同
で文献調査を行い、研究討論会を開催した。 
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